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社説 iki shinpou

11
日
か
ら

夏
の
交
通
安
全
県
民
運
動

　
県
交
通
安
全
推
進

県
民
協
議
会
主
唱
の

夏
の
交
通
安
全
県
民

運
動
が

11
日
か
ら
、

「
車
に
も
　
乗
せ
よ
う

マ
ナ
ー
と
　
思
い
や

り
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

の
も
と
、
20
日
ま
で

の
10
日
間
に
わ
た
り
、

県
下
一
斉
に
実
施
さ

れ
る
。

　
今
回
の
県
民
運
動
の

期
間
中
は
、
①
高
齢
者

の
交
通
事
故
防
止
②
飲

酒
運
転
の
根
絶
③
全
て

の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー

ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底
―
の

３
項
目
を
運
動
の
重
点
に
掲
げ
、

壱
岐
署
は
も
ち
ろ
ん
、
壱
岐
地

区
交
通
安
全
協
会
、
関
係
各
機

関
、
団
体
が
一
体
と
な
り
、
広
報
・

啓
発
パ
レ
ー
ド
や
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
な
ど
が
実
施
さ
れ
、
市
民
に

交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
、
マ
ナ
ー

ア
ッ
プ
が
訴
え
ら
れ
る
。

　
郷
ノ
浦
町
内
で
先
日
、
横
道
か

ら
出
て
き
た
車
が
本
線
に
進
入
す

る
際
、
そ
ん
な
に
ス
ピ
ー
ド
は
出

て
い
な
か
っ
た
も
の
の
、
大
き
く

膨
ら
ん
で
曲
が
り
、
道
路
の
中
央

ラ
イ
ン
を
越
え
て
き
そ
う
な
状
況

で
こ
ち
ら
に
向
か
っ
て
走
っ
て
き

た
。
す
れ
違
い
ざ
ま
に
相
手
の
様

子
が
目
に
入
っ
て
き
た
。
高
齢
者

で
ひ
ど
く
動
揺
し
て
い
る
よ
う
に

見
え
た
。

　
も
う
少
し
考
え
た
位
置
に
停

車
し
て
く
れ
れ
ば
、
も
っ
と
楽

に
通
行
で
き
る
の
に
と
思
わ
せ

る
携
帯
電
話
利
用
者
に
立
ち
話

し
を
す
る
ド
ラ
イ
バ
ー
た
ち
、

あ
ま
り
に
ゆ
っ
く
り
と
車
を
走

ら
せ
る
ド
ラ
イ
バ
ー
、
ウ
イ
ン

カ
ー
で
合
図
を
出
さ
ず
に
曲

が
っ
た
り
、
信
号
無
視
、
騒
音

を
ま
き
散
ら
し
な
が
ら
走
る
バ

イ
ク
や
車
、
た
ば
こ
や
弁
当
の

パ
ッ
ケ
ー
ジ
、
空
き
缶
の
ポ
イ

捨
て
な
ど
、
も
う
１
度
、
教
習

所
へ
戻
っ
て
マ
ナ
ー
、
ル
ー
ル

に
つ
い
て
、
学
び
直
す
方
が
良

い
の
で
は
―
と
思
え
る
ド
ラ
イ

バ
ー
に
出
く
わ
す
こ
と
も
、
い

ま
だ
に
度
々
あ
る
。

　
こ
れ
は
ド
ラ
イ
バ
ー
だ
け
で

は
な
く
、
す
ぐ
そ
ば
の
横
断
歩

道
を
渡
ら
ず
に
、
交
通
量
を
気

に
し
て
い
な
い
か
の
よ
う
に
横

断
し
た
り
、
歩
き
な
が
ら
ゴ
ミ

を
捨
て
る
人
な
ど
、
児
童
か
ら

高
齢
者
ま
で
、
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ

や
ル
ー
ル
へ
の
意
識
の
再
確
認

が
望
ま
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え

る
市
民
も
い
る
。

　
以
前
に
比
べ
る
と
、
少
し
ず

つ
で
は
あ
る
が
交
通
安
全
へ
の

意
識
は
高
ま
っ
て
き
て
い
る
よ

う
に
感
じ
て
い
る
が
、
交
通
安

全
は
、
ご
く
当
た
り
前
の
社
会

の
ル
ー
ル
。
安
全
で
快
適
な
生

活
環
境
、
社
会
づ
く
り
に
は
欠

く
こ
と
の
で
き
な
い
要
素
で
あ

る
こ
と
ぐ
ら
い
は
、
今
さ
ら
で

あ
ろ
う
。

　
と
に
か
く
、
見
て
い
る
人
が

い
て
も
い
な
く
て
も
、
誰
に
で

も
あ
ろ
う
良
心
・
本
心
を
否
定

す
る
よ
う
な
選
択
を
せ
ず
、
心

の
ど
こ
か
で
後
ろ
め
た
さ
を
意

識
す
る
よ
う
な
行
動
を
し
な
い

よ
う
、
自
分
を
よ
く
見
つ
め
、

日
々
心
が
け
て
い
る
だ
け
で
も

だ
い
ぶ
前
向
き
に
変
化
し
て
く

る
は
ず
。

　
全
交
通
事
故
の
原
因
の
約
８

割
が
わ
き
見
・
ぼ
ん
や
り
運
転

で
、
今
、
防
止
運
動
が
展
開
さ

れ
て
い
る
。
疲
労
や
暑
さ
も
運

転
す
る
際
の
集
中
力
を
低
下
さ

せ
る
。
そ
う
し
た
事
態
の
原
因

と
な
る
過
労
運
転
に
も
注
意
し

て
、
こ
の
夏
を
無
事
故
で
過
ご

そ
う
。

◎
忌
明
寄
付

◎
日
曜
営
業
【
7
月
15
日
】

ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド

○
お
た
ん
じ
ょ
う

●
お
く
や
み

慶
　
　
弔

（
6
月
25
日
～
7
月
1
日
　
届
け
出
分
）

（
敬
称
略
）

コ
ヤ
ナ
ギ
シ
ン
ジ
さ
ん
が
ラ
イ
ブ

21
日
夜
、
郷
ノ
浦
町
「
ト
ロ
ル
」

子どもたちの元気なプレー輝く
市内の 10 チームが出場
第 2回「幼児サッカーフェスティバル」

元気いっぱいにボールを追う子どもたち

県
壱
岐
振
興
局
長
へ
の
社
明
運
動
・

法
務
大
臣
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
伝
達

　
壱
岐
サ
ッ
カ
ー
協
会
主
催
の

「
幼
児
サ
ッ
カ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」
が
30
日
、
芦
辺
町
、
ダ

イ
エ
ー
横
、
芝
生
広
場
で
開
か

れ
、
市
内
の
保
育
園
や
幼
稚
園

か
ら
10
チ
ー
ム
、
78
人
が
出
場

し
て
開
か
れ
、
梅
雨
の
蒸
し
暑

さ
を
吹
き
飛
ば
す
よ
う
な
元
気

い
っ
ぱ
い
の
プ
レ
ー
が
輝
い

た
。

　
同
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
幼

児
期
の
子
ど
も
た
ち
に
集
団

ボ
ー
ル
遊
び
を
通
じ
て
運
動
す

る
こ
と
の
楽
し
さ
、
人
と
関
わ

る
こ
と
の
喜
び
を
伝
え
、
よ
り

多
く
の
子
ど
も
た
ち
に
ス
ポ
ー

ツ
に
携
わ
る
こ
と
の
機
会
を
提

供
し
た
い
。
ス
ポ
ー
ツ
が
地
域

の
人
々
を
豊
か
に
す
る
も
の
の

一
つ
の
と
し
て
、
地
域
ス
ポ
ー

ツ
文
化
の
醸
成
に
寄
与
す
る
こ

と
を
目
的
に
催
さ
れ
今
回
で
２

回
目
。

　
当
日
は
前
日
ま
で
の
降
雨
に

よ
る
悪
天
候
が
心
配
さ
れ
た
も

の
の
、
梅
雨
の
晴
れ
間
が
広

が
る
好
天
の
も
と
開
催
さ
れ
、

ゲ
ー
ム
は
Ａ
・
Ｂ
２
コ
ー
ト
に

分
か
れ
、
10
分
ハ
ー
フ
、
６
人

制
で
行
わ
れ
、
子
ど
も
た
ち
の

好
プ
レ
ー
に
、
保
護
者
ら
の
歓

声
が
響
い
た
。

　
ゴ
ー
ル
を
決
め
た
芦
辺
保
育

所
の
山
本
章
介
ち
ゃ
ん
（
5

つ
）
は
「
ゴ
ー
ル
う
れ
し
か
っ

た
。
と
っ
て
も
楽
し
い
」、
ゴ
ー

ル
キ
ー
パ
ー
で
フ
ァ
イ
ン
プ

レ
ー
を
連
発
し
た
渡
良
保
育

所
・
主
藤
悠
ち
ゃ
ん
（
5
つ
）

は
「
ゴ
ー
ル
キ
ー
パ
ー
楽
し

か
っ
た
」
な
ど
と
、
二
人
と
も

元
気
に
話
し
て
く
れ
た
。

　
郷
ノ
浦
町
、
洋
食
と
珈
琲
の

店
「
ト
ロ
ル
」
は
今
月
か
ら
、

島
外
か
ら
定
期
的
に
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
を
招
き
、
音
楽
イ
ベ
ン
ト

「
ロ
ッ
ク
と
ロ
ー
ル
＠
Ｔ
Ｒ
Ｏ

Ｌ
Ｌ
」
を
「
素
敵
な
音
楽
に
酔

い
し
れ
ま
せ
ん
か
」
と
開
催
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。
　

　
第
１
弾
は
福
岡
の
ロ
ー
カ
ル

ス
タ
ー
、
福
岡
市
在
住
の
コ
ヤ

ナ
ギ
シ
ン
ジ
さ
ん
の
ラ
イ
ブ
で

21
日
午
後
８
時
開
場
、
午
後
９

時
開
演
の
予
定
。

　
料
金
は
前
売
り
２
、
０
０
０

円
、
当
日
２
、
２
０
０
円
（
い

ず
れ
も
１
ド
リ
ン
ク
付
き
）

で
、
当
日
の
定
員
は
席
の
都

合
で
30
人
。
詳
し
く
は
ト
ロ

ル
（
電
話
０
９
２
０
―
47
―

１
２
３
３
）
へ
。

▽

コ

ヤ

ナ

ギ

シ

ン

ジ
・

１
９
７
１
年
、
福
岡
生
ま
れ
。

ソ
ロ
の
弾
き
語
り
を
メ
イ
ン
に

活
動
す
る
音
楽
芸
人
”
。
多
様

な
ス
タ
イ
ル
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
作

品
、
セ
ン
ス
と
ユ
ー
モ
ア
、
情

熱
、
人
間
味
あ
ふ
れ
る
個
性
が

多
く
の
フ
ァ
ン
を
惹
き
付
け
て

い
る
と
い
う
。

郷
ノ
浦
町
老
人

ス
ポ
ー
ツ
大
会

　
郷
ノ
浦
町
老
連
の
第
31
回

「
郷
ノ
浦
町
老
人
ス
ポ
ー
ツ
大

会
」
が
7
日
午
前
９
時
か
ら
午

後
２
時
半
ま
で
、
同
町
、
大
谷

体
育
館
で
開
か
れ
る
。

◎
工
事
入
札

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

～
犯
罪
や
非
行
を
防
止
し
、
立
ち
直
り
を

支
え
る
地
域
の
チ
カ
ラ
～
に
ご
協
力
を

法
務
大
臣
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

―
第
62
回
運
動
の
推
進
に
当
た
っ
て
―

　
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運

動
」
は
、
全
て
の
国
民
が
犯
罪

や
非
行
の
防
止
と
、
犯
罪
を
し

た
人
や
非
行
の
あ
る
少
年
の

更
生
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て

力
を
合
わ
せ
、
犯
罪
や
非
行
の

な
い
安
全
で
安
心
な
地
域
社

会
を
築
こ
う
と
す
る
全
国
的

な
運
動
で
す
。

　
こ
の
運
動
は
、
昭
和
24
年
、

戦
後
の
荒
廃
し
た
社
会
の
中
に

あ
っ
て
大
き
な
社
会
問
題
と

な
っ
て
い
た
少
年
の
非
行
に
心

を
痛
め
、
更
生
保
護
制
度
の
思

想
に
共
鳴
し
た
地
域
住
民
の
有

志
に
よ
っ
て
開
催
さ
れ
た
銀
座

フ
ェ
ア
ー
に
始
ま
っ
た
も
の
で

あ
り
、
地
域
住
民
に
よ
っ
て
自

発
的
に
生
ま
れ
た
活
動
が
原
点

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
最
近
の
犯
罪
情
勢
を
見
ま
す

と
、
刑
法
犯
の
認
知

件
数
は
平
成
15
年
以

降
連
続
で
減
少
し
て

い
る
も
の
の
依
然
と

し
て
高
い
水
準
に
あ

り
、
さ
ら
に
は
、
生

活
基
盤
が
な
い
た
め

に
再
犯
を
し
て
し
ま

う
者
や
高
齢
犯
罪
者

の
増
加
な
ど
、
新
た

な
課
題
が
生
じ
て
い

ま
す
。
犯
罪
や
非
行

の
な
い
安
全
で
安
心

な
地
域
社
会
の
実
現

は
多
く
の
国
民
の
願

い
で
す
。
そ
の
た
め

に
は
、
成
長
過
程
で
つ
ま
づ

い
て
し
ま
っ
た
青
少
年
を
地
域

が
温
か
く
見
守
り
、
育
成
し
て

い
く
と
と
も
に
、
社
会
復
帰
に

様
々
な
困
難
を
抱
え
る
者
の
生

活
基
盤
を
地
域
の
中
に
確
保
す

る
こ
と
が
重
要
と
な
っ
て
き
ま

す
。
こ
れ
に
は
、
何
よ
り
も
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
に
住
ん
で
お

ら
れ
る
方
々
自
身
の
、
地
域
に

対
す
る
思
い
と
積
極
的
な
参

加
、
ま
さ
し
く
「
地
域
の
チ
カ

ラ
」
が
不
可
欠
と
な
り
ま
す
。

　
昨
年
は
、
東
日
本
大
震
災
に

よ
っ
て
わ
が
国
は
甚
大
な
被

害
を
受
け
復
興
の
途
上
に
あ

り
ま
す
が
、
そ
の
よ
う
な
中
で

地
域
の
絆
の
大
切
さ
が
改
め

て
見
直
さ
れ
た
年
で
も
あ
り

ま
し
た
。
本
運
動
が
62
回
目
を

迎
え
る
本
年
も
、
地
域
に
根
ざ

し
た
活
動
を
更
に
推
進
し
、
多

く
の
方
々
の
積
極
的
な
参
加

を
得
て
、
犯
罪
や
非
行
を
抑
止

す
る
地
域
の
力
を
育
て
、
犯
罪

を
し
た
人
や
非
行
の
あ
る
少

年
の
立
ち
直
り
を
支
え
、
安
全

で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域

社
会
づ
く
り
を
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
地
方
公
共
団
体
を
代
表
さ
れ

る
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運

動
」
の
社
会
的
意
義
を
改
め
て

御
理
解
い
た
だ
き
、
創
意
や
工

夫
に
溢
れ
た
諸
活
動
が
よ
り
多

く
の
地
域
住
民
の
方
々
の
理
解

と
参
加
を
得
て
活
発
に
行
わ
れ

ま
す
よ
う
、
御
支
援
と
御
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▼
郷
ノ
浦
町
▽
辻
川
石
油
▽
永

富
石
油

▼
勝
本
町
▽
村
川
石
油
▽
江
見

石
油

▼
芦
辺
町
▽
中
野
石
油
▽
市
山

石
油

▼
石
田
町
▽
江
口
石
油

▽
一
般
県
道
湯
ノ
本
勝
本
線

道
路
改
良
（
地
質
調
査
委
託
）

＝
５
、
４
０
５
、
０
０
０
円
・

（
株
）
ア
サ
ヒ
コ
ン
サ
ル

▽
初
瀬
地
区
予
防
治
山
工

事
設
計
等
業
務
委
託
＝
５
、

８
０
０
、０
０
０
円
・
（
社
）
長

崎
県
林
業
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

▽
初
瀬
地
区
予
防
治
山
工

事
測
量
等
業
務
委
託
＝
1
、

９
５
３
、０
０
０
円
・
（
株
）
壱

岐
測
量
設
計

▽
刈
田
院
川
地
域
自
立
・
活

性
化
交
付
金
（
１
工
区
）
＝

３
４
、
９
２
７
、
０
０
０
円
・

（
株
）
な
か
は
ら

▽

一

般

県

道

渡

良

浦

初

瀬

線

道

路

修

繕

＝

２
、

４
３
０
、０
０
０
円
・
（
有
）
吉

田
総
業

▽
勝
本
町
本
宮
西
触
、
立
石
和

人
（
亡
父
卓
爾
）
・
市
社
協
勝

本
事
業
所
、
本
宮
西
触
公
民

館
、
同
老
人
ク
ラ
ブ
、
同
和
牛

部
会
へ

▽
勝
本
町
新
城
西
触
、
堀
川
春

光
（
亡
姉
富
永
ア
ヤ
子
）
・
市

社
協
勝
本
事
業
所
、
市
立
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
へ

▽
勝
本
町
大
久
保
触
、
野
川
和

男
（
亡
母
ヒ
デ
コ
）
・
市
社
協

勝
本
事
業
所
、
大
久
保
触
公
民

館
、
同
老
人
ク
ラ
ブ
へ

【
郷
ノ
浦
町
】

▽
松
永
優
姫
（
ゆ
う
び
）
ち
ゃ

ん
／
晃
生
・
庄
触

▽
竹
田
梨
恋
（
り
こ
）
ち
ゃ
ん

／
九
十
九
・
片
原
触

▽
久
原
妃
生
（
ひ
な
）
ち
ゃ
ん

／
孝
一
・
里
触	

【
芦
辺
町
】

▽
川
村
奈
央
斗
（
な
お
と
）
ち
ゃ

ん
／
泰
人
・
箱
崎
大
左
右
触

【
石
田
町
】

▽
松
本
伶
音
（
れ
お
）
ち
ゃ
ん

／
智
・
石
田
東
触

▽
西
口
瑠
貴
弥
（
る
き
や
）
ち
ゃ

ん
／
雄
一
郎
・
久
喜
触

▽
平
田
漣
虎
（
れ
ん
と
）
ち
ゃ

ん
／
慶
一
郎
・
印
通
寺
浦

▽
齊
藤
七
音
（
な
お
と
）
ち
ゃ

ん
／
孝
成
・
池
田
東
触

【
芦
辺
町
】

▽
坂
本
久
士
（
86
）
中
野
郷
東

触▽
米
倉
正
經
（
94
）
中
野
郷
仲

触【
勝
本
町
】

▽
舛
元
正
光
（
88
）
布
気
触

▽
松
本
義
助
（
93
）
北
触

▽
目
良
康
仁
（
85
）
仲
触


